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『．はじめに   

会社などの組織の階層構造は，構成主体（個人や部，課など）を頂点に，上下の主体間関係を辺に対  

応させると，根付き木・と考えることができる・このとき，各項点間の経路は組織内の主体間の関係をた  

どる情報伝達経路に対応している・また，根付き木に辺を追加することは上下の主体間関係以外の追加  

的関係の形成に相当する［1】・   

筆者らは，すでに，高さガの完全2分水の同じ探さの頂点閤に辺を1本追加したときの，全頂点間の  

最短経路の長さの総和（以後，総頂点閉経路長と呼ぶ）を最小にする追加辺の探さⅣを求めた【2】．本  

研究では・より一般化した完全∬分水に対して・ある探さのすべての頂点間に辺を追加（すなわち，あ  

る深さのすべての頂点対を隣接化）した場合に，総頂点閉経路長を最小にする隣接の深さを求めること  

を考える・これは・組織内の同じ層全体での会合などによる追加的な関係形成を行う場合に，どの層で  

関係を結ぶのが最も効果的であるかという問題に対応している．   

2．総頂点間短縮経路長の定式他   

ここでは，前述したように・高さガ岬＝1，2，‥・）の完全∬分木（∬＝2，3，…）の，深さ呵N＝  

1，2，‥・，∬）のすべての頂点対を隣接化する・ただし，完全∬分木は，すべての菓が同じ深さをもち，  

すべての内部頂点の次数が∬であるような∬分水を指す・また，探さは，根からその頂点までの経路  

の長さを表す．   

このとき，総頂点間経路長が最小となるⅣを求める．ここでは，高さガの完全∬分木の深さⅣの  

全頂点対を隣接化することにより，隣接化前と比べて絶頂点間経路長がどれだけ短縮されたかを定式化  

する・以後，これを給頂点間短縮経路長と呼び，β（Ⅳ）と表すこととすると，  

∬Ⅳ（∬－1）黒′n′．、扇＿l．…，，，．，．、”Ⅳ．”＿、慧ゴJ  g岬）＝（財（ガーⅣ））2   ∑（2豆－1）新‾1＋叫∬一明∬Ⅳ（∬－1）∑丈（2仁1）∬ノー1  
志＝1  たり＝1  

∬Ⅳ（∬－1）笠ゴ㌔  
∑∑（2ゴー1）（トブ＋1）打卜1  

套＝1ブ＝1   
（1）  

－1 0  

と定式化される・ただし・∑・＝0，∑・＝0と定義する・ここで，叫ん）（ん＝0，1，2，・‥）は高さ九の  

i＝1 完全∬分木の頂点数を表す．  
盲＝1   

を代入して整理すると，次式が得られる．  
∬ゐ＋1＿1  

式（1）に，〟（ん）＝  
∬－1  

［畔十  
1）∬2∬‾胸2 ＋2（（2Ⅳ－1）好一2Ⅳ－1）∬2恥2－8∬糾Ⅳ＋2  g（Ⅳ）   

4（∬－1）3  

仰が＋2∬一輝瑚＋坤Ⅳ」）∬3叩－3）∬2」机3）机（机1））呵  

（2）  
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以下では，式（2）のぶ（〃）を最大にする〃を求める・  

3．最適隣接深さ  

∫（Ⅳ）のⅣに関する差分を△g（Ⅳ）とおくと  

△g（Ⅳ）≡ β（Ⅳ＋1）－g（Ⅳ）  

2∬（∬＋1）  
）∬2隼（－8∬〃＋2・4畔・1））皮膚  

．打Ⅳ   

＋（…）（（れ1）Ⅳ2・（れ4∬一岬・2押］  
（3）  

を得る．ただし，（〃＝1，2，…，ガー1），岬＝2，3，…）である・ここで，式（3）の属官を実数∬とおく  

と，次の2次関数紬（ェ）が得られる・  

2∬（∬＋1）  
）み（－8g町2・4畔・巾  恥（∬）   

∬Ⅳ  

・（…）〈（れ1）Ⅳ2＋（れ4∬－1）Ⅳ＋2中〃 

また，恥（ご）を∬に関して微分すると  

］   

（4）  

∬（∬＋1）  
∬一2∬Ⅳ＋2＋∬（∬＋1）  （5）  

祐（ェ）＝  
∬Ⅳ   

となる．   

このとき，4∬2－  
2斤（∬＋1）  

＞0より，恥（立）が下に凸であり，さらに  
∬〃  

〔2（∬  ー2）（2∬Ⅳ＋1－∬－1）∬Ⅳ＋2  了★（∬Ⅳ＋1）  
4（∬－1）2  

岬－1）〈（∬2－岬2・（が＋4∬一岬＋2∬）叫＞0  （6）  

∬（2∬Ⅳ＋1－∬－1）  
祐（∬Ⅳ＋1）  ＞0  

（7）  

．打－1  

であることから，∬≧∬Ⅳ＋1のとき7五（ェ）＞0となることがわかる．したがって，ガ≧Ⅳ＋1，すなわ  

ち，すべてのガ（ガ＝2，3，…），Ⅳ（Ⅳ＝1，2，…，ガー1）に対して，△g（Ⅳ）＞0が成り立っ・   

以上より，完全∬分木（∬＝2，3，…）の総頂点間短縮経路長を最大にする隣接深さは，Ⅳ＊＝ガと  

なる．   
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